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１４）ドパミントランスポーターの定量解析法の開発

Adevelopmentofquantitativedopaminetranspo-

rteranalysis.

研究代表者 沖崎 貴琢

【目 的】

パーキンソン病（PD）を含むパーキンソン症候群や

レビー小体型認知症は、黒質線条体ドパミン神経細胞

が変性する運動失調疾患であり、これらの患者ではそ

の神経終末に存在するドパミントランスポーター

（DAT）密度の低下が観察される。Ｉ-１２３FP-CITはDAT

に集積し、SPECTを撮像することで視覚的な評価が可

能である。特に、PDでは線条体の集積の左右差も診

断において重要である。現在のところ、この集積の定

量的な評価法としてはBoltらによって考案された方

法１）が良く用いられているが、視覚的な結果と乖離す

るケースも多く見受けられる。これはBolt法の原理上

避けることができない測定誤差が関与していると想像

される。今回の研究の目的は、この誤差を抑えて臨床

的により正確な診断に寄与するための新しい定量的解

析法を確立することである。

【方 法】

脳内のDAT密度の解析にあたっては、半定量値とし

て脳のバックグラウンドに対する線条体の集積比が有

用と思われるが１）、この際にバックグラウンドの関心

領域に脳脊髄液が含まれると値を過大評価することに

なり、また線条体の散乱線成分が含まれると値は過小

評価されることになる。これらの誤差を最小限にする

為に、最適な脳実質の輪郭抽出アルゴリズムを開発し

た。

具体的には画像撮像平面の中心ないしは左右の線条

体に基準をおいた頭蓋内のDAT分布の中心点を起点

として、２次元ないしは３次元的な幾何学的距離をパ

ラメータとした重み付けを行った上でトレーサの分布

をヒストグラム解析し、脳内外の境界面を高度の再現

性をもって正確に決定できる数学的な手法を開発し

た。次に我々が考案したこの新しいアルゴリズム２）を

Windows７、VisualStudio２０１０上で自作解析ソフトウェ

ア上に実装し、実際に臨床で撮像されているDATscan

のDicomデータを解析し、従来から用いられている

Bolt法と比較した。

まずは傾きに対する再現性の検証を行うために、ワ



―56―

旭川医科大学研究フォーラム１７ ：３７～７３，２０１６

【文 献】

１）Tossici-BoltL,HoffmannSM,KempPM,MehtaRL,

FlemingJS.Quantificationof【１２３Ｉ】FP-CITSPECT

brainimages:anaccuratetechniqueformeasurementof

thespecificbindingratio.EurJNuclMedMolImaging.

２００６；３３：１４９１-９.

２）沖崎貴琢、西川和宏、輪郭抽出装置、輪郭抽出方

法およびプログラム、特願２０１５-２４２７２２.

ークステーション上で敢えてX軸、Y軸、Z軸方向に

５°の回転を加えた正常例と集積低下例のデータを用

意した。臨床の現場では患者の頭位がわずかに傾くこ

とは非常に頻繁に経験されるが、同一患者からのデー

タである以上、傾きによって定量値が影響を受けない

ことが理想的である。

次にDATscanが施行された３０例、６０線条体のデー

タに関して、２名の観察者によって独立して定量評価

を行い、観察者間の再現性に関してBolt法と我々の方

法を比較した。同一データを基に作成されている以

上、理想的には観察者による定量値への影響は無く、

結果が一致することが望ましい。また、PDの評価で

は左右差が重要である場合が多いことから、左右差に

関しても併せて評価した。

【結 果】

傾きに対する再現性の検証においては、正常例、集

積低下例ともに我々の開発した手法はBolt法と比較し

て測定誤差が小さくなり、再現性に優れている可能性

が示された。特にその効果は集積低下例で顕著であっ

た。また、観察者間の再現性に関してはBolt法では観

察者間で有意な差が認められた（P＜０.００１）。これに

対して、我々の方法では全てのケースで値は完全に一

致し、完全な再現性が示された。左右差に関しては、

Bolt法では３０例中３例で観察者の変更によって左右

差が逆転していたが、我々の手法では左右差の逆転は

全例で認められなかった。

【考 察】

我々が考案した「重み付け付きヒストグラムを用い

た人体などの輪郭抽出法」は、再現性及び視覚的評価

との一致率の観点から、従来用いられているBolt法と

比較してより再現性が高く、また視覚的評価とも一致

するという結果が得られた。計算コストも小さく、比

較的安価なWindowsPC上でソフトウェア的にシーム

レスに結果を得ることが可能である。従来はBolt法に

よる半定量評価が為されてきたが、我々の手法を用い

ることで、より正確に脳内のDAT密度を評価可能とな

り、臨床的に有用と考えられた。特に治療前後の効果

判定や予後の評価には正確な定量評価は重要であり、

このアルゴリズムは患者及び臨床医にとってメリット

があるものと考えられた。
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